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１．はじめに 

 福井駅周辺は学生や会社員などの通勤・通学および

主婦などの買い物の駐輪をはじめとした様々な目的の

自転車で溢れている。福井駅周辺の整備が進む中で、

さらに駐輪場の整備がなされようとしている。 
本研究では、駅周辺の駐輪施設の利用状況と、歩道

上に駐輪されている自転車の防犯登録番号を調査する

ことにより、駐輪施設の利用動向を把握し安全かつ快

適な都市空間の形成と、環境にやさしい都市空間の創

造を目的とするものである。  
 
２．調査概要 

 （１）駐輪場での出入庫調査 
 福井駅周辺の駐輪場の１つである「えきまえ

KOOCAN」での自転車の出入り台数の現状を調査し、

その利用実態を把握するものである。また、この場所

を対象とした理由は、出入り口が 1 箇所しかなく、調

査する上でより正確なデータを得ることが可能なため

である。また、測定は、10 月 19 日（木）の午前 7 時

から午後 8 時までの利用可能時間内を 30 分毎に分割 

      図－1 調査箇所 
 
Takemasa  NAKATSUKA,    Hiroshi IRIMAJIRI,   

して全時間計測した。 
 
（２）防犯登録番号記録調査 
 歩道上に設置されていた 2 箇所の駐輪施設 
のうち福井駅前電車通り（西武前）が廃止されたこと

によって、駐輪されていた自転車がどのように移動し

たのかを知るために図－1 に示す場所で駐輪されてい

る各自転車の防犯登録番号の記録調査を実施した。調

査は、平成 18 年 10 月 19 日（木）の午前 7 時、正午

および午後 5 時の計 3 回である。 
 
３．えきまえKOOCAN における調査結果 

本調査は、延べ 549 台を測定し、その内訳は出庫台数

が 257 台、入庫台数が 292 台であった。それを時間別

に示したのが図－2 である。出庫台数が最も多いのが

午前 7 時半から 8 時の間の 86 台であり、次いで多い

のが 8 時から 8 時半の 42 台であった。また、午後 3
時半から 4 時、午後 5 時半から 6 時が比較的入庫台数

が多くなっている。そのことから、近隣都市から福井     

市への通勤･通学利用目的の駐輪であるイグレス利用     

の自転車利用者が多いと考えられ

る。出入庫台数の割合を年代別に

示したものが図－3 であり、出庫

台数の割合を時間別・年代別に示

したものが図－4 であり、入庫台

数の割合を時間別・年代別に示し

たものが図－5 である。これらの

図から、イグレス利用者の中でも

特に高校生による通学のための駐

輪場利用が多いことがわかる。 

 

４．防犯登録番号調査結果 

 今年調査した自転車と昨年調

査した自転車の防犯登録番号1)を照らし合わせ、その

一致した特定の自転車がどのブロック（図－1参照） 
Akihito WADA 
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      図‐2 時間別出入庫台数 
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    図－3 年代別の出入庫割合    

 
 
 
 
 
 

 

図－5 時間別の入庫割合 

 
に移動したのかを示したのが図－6 である。その結果

から、電車通りに駐輪施設が無くなったにもかかわら

ず、ほぼ同じ箇所のＤに多く駐輪されていた。また、

他のブロックにも移動が確認できた。現在も利用され

ているアップルロードに駐輪されていた自転車も周辺

への移動が確認されたことから、目的により駐輪する

場所が異なることがわかる。 
 
５．まとめ 

 本研究では、駅周辺駐輪場における自転車の出入庫

の台数状況と、歩道上に駐輪されている自転車の防犯

登録番号を調査することにより次のようなことがわか

った。 
(1) 駅周辺は朝の通勤時間帯の午前 7 時半から 8 時半  
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図－4 時間別の出庫割合 
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図－6 ブロック別移動台数 
 
の出庫台数が多く、午後 3 時から 6 時半の入庫台数

が多いことからイグレス利用者がアクセス利用者

を上回っていることがわかった。 
(2) えきまえ KOOCAN の利用者のほとんどが高校

生・大学生の学生の利用であり、通勤より通学の割

合が高いことがわかった。 
(3) 電車通りの駐輪施設が廃止されたにも係わらず、

現在も違法駐輪している人が多く、他の場所への移

動駐輪が確認できた。 
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